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２学期がスタートして早１ヶ月。運動会を間近にひかえ、準備万端です。特に６年生の小学校最

後の運動会にかける意気込みには、熱いものをひしひしと感じます。演技や競技の練習はもちろん

のこと、各係の仕事にも全力投球している姿に心打たれます。 

今年度は、感染症対策を施しながらの縮小した運動会になりますが、運動会にかける思いは、こ

れまでと全く変わらず、熱いものがあると信じています。保護者の皆様には、短時間での観覧にな

りますが、子供たちの雄姿を御覧になり、目にやき付けていただければと思います。皆様の温かな

御支援、御協力をよろしくお願いいたします。 
 
    
 
 

 

計画委員会が中心となって作った今年のスローガンです。低学年の児童にも分かるように、「運

動会が成功するように、目標に向かって頑張るための合い言葉」と説明するなどして、工夫を凝ら

して作り上げたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ】 

目指す児童像 かしこい子  やさしい子  たくましい子 

目指す学校像 みんなで どんなときも りかいしあえる学校 

鹿沼市立みどりが丘小学校 

℡ 0289-65-4844 み ど り の 風

運動会スローガン『 友情と絆で輝け 笑顔の花 』 

また、６年生の廊下の窓には、「信頼 努

力 協力で 限界という壁をのりこえられる 

最高の運動会」という 6 年生のスローガン

が貼ってあります。「運動会もりあげ隊」を

結成し、その児童を中心に掲げたようです。

最高学年としての、やる気と本気、責任感

がひしひしと伝わってきます。 
 

子供たちは、こういった行事を通して大

きく成長していくと感じています。それは、

その活動の過程において、「目標に向かって

とにかく頑張った！」と思える満足感や充

実感、また、「くじけそうになっても、それ

を乗り越えてやり遂げた！」という達成感、

そして、みんなで知恵を絞ってアイディア

を出し合い、力を合わせて頑張った！」と

いう連帯感を味わうことができるからで

す。 
 

このような豊かな学びによって、次の活

動への意欲が膨らんでいくのです。 

私たち教職員は、こういった過程を大切

にしながら指導、支援に力を入れ、児童と

共に、日々邁進しています。 

子供たちの日々の活躍の姿やＰＴＡ活動、ボランティアの皆様の活動の様子、また、毎月の行
事予定などをホームページに掲載しています。現在、アクセス数は 20 万件を超えています。
たくさんの皆様に閲覧いただき嬉しく思います。 http://kanuma-school.ed.jp/e-midori



【全学年での栄養教諭による授業】 

【給食委員会アイディア献立作成】 【夏休みチャレンジクッキング】 

【５年生稲刈り体験】 

【ニラ生産者との交流給食】 【家庭教育学級「簡単朝ご飯」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

新型コロナウイルス感染症対策を徹底しながら、児童生徒の学びを保障

し、学校での教育活動を支援することを目的に、現在、本校には学習支援

員が 4 名、スクール・サポートスタッフが 1 名配属になっています。 

 学習支援員は、それぞれの学年に入り、児童の学習面や生活面の支援を行っています。そのうち 

1 名の学習支援員は、3，4 年生社会科の指導を行っています。 

スクール・サポートスタッフは、児童がよく使う場所の消毒をしたり、印刷をしたり、また、給

食の準備・片づけに関する支援を行ったりしています。 

そういったスタッフも含めて、児童の健やかな成長を目指し、チームみどりが丘として一丸とな

って尽力していきます。感染症対策等で心配な点がありましたら、遠慮なく御相談ください。 

本校が、令和２年度「栃木県学校給食優良学校」として表彰を受けるこ

とになりました。これは、学校給食実施上、優れた成果をあげてきた学校

及び、学校給食共同調理場並びに学校給食に特に功労のあった個人及び団

体等を、栃木県教育委員会教育長が表彰するものです。 

栃木県教育委員会のホームページには、次のよ

うに本校の功績概要が掲載されています。 

学校長のリーダーシップのもと、既存の行事や取組を、

食育に視点を当てて意図的・計画的・組織的に実践して

いる。また、栄養教諭未配置校（共同調理場方式の受

配校）であるが、食育推進委員会を校務分掌に位置付

け、共同調理場の栄養教諭をアドバイザーとして招聘し、

教職員・児童が共通理解をして食育を推進している。 

令和元年度には栃木県食育関連事業「つなげる食育

チャレンジ推進事業」に積極的取り組み、家庭・地域との

連携がさらに強化され、朝食の摂取率向上や内容の充

実など、児童および保護者の意識・行動変容にもつなが

っている。 

 

 

 

学校給食の普及及び充実を図ることを目的と

し、学校給食の実施に関し、優秀な成果をあげた

学校を表彰するということで、栃木県で１校のみ

の受賞です。 

表彰式は 12 月 15 日(火)に開催の栃木県健康教

育研究大会の中で執り行われます。保護者、地域の

皆様と一緒に活動していただいた嬉しい賞です。 

8 月 22 日(土)にＰＴＡ奉仕作業を行い、教職員を含め、100 名近い方々に御協

力をいただきました。校舎周りの除草をはじめ、校庭のくい打ちや整地、校門の溝

の土さらいなど、1 時間余りの時間でしたが、あっという間に、スッキリきれいに

なりました。保護者の皆様には、早朝より暑い中、熱心に作業をしていただき、大

変お世話になりました。感謝申し上げます。 

 

朝のさわやかタイムに、２年生と５年生がピア・サポート活動を行いました。 

５年生が図工の時間に作った糸のこパズルを使って、２年生に楽しんでもらう活動でした。パー

ツを一生懸命にはめ込む２年生。首をひねっているとヒントを出したり、「もうちょっとでできるよ！」と

応援したりする５年生。出来上がったパズルを見ると、色鮮やかで素敵な模様の入った作品だっ

たことが分かりました。互いに交わし合う笑顔がとても温かく、朝から優しい気持ちになりました。 

【写真は令和元年度の活動より】 


